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高校生を対象にした食育の実践
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　口　光　枝　
　　実施期間：平成28年₄月１日～平成30年₃月31日　
　　担当教員：山口 光枝，鈴木 一憲，安部 貴洋，小関 睦子　
　　連携機関：九里学園高等学校
１．はじめに
　⑴　本学における高校生のための食育推進事業の経緯
近年，全国的に小中学校における食育の推進は著しいが，高校生を対象にした食育
は十分とは言い難く，山形県もその例外ではない。本学では，開学直後から山形県内
の高校生を対象とした食育を推進するために様々な調査や講座を実施し，食育推進の
一角を担ってきた。 
①　平成26年度～ 28年度　高校生のための食育推進事業（調査）
　　・主催：山形県教育庁スポーツ保健課　
　　・担当：笠原 賀子，山田 英明，山口 光枝 
　　・内容：山形県内の公立高校4校を対象にした生活習慣調査，食事調査を実施し
各校への調査結果報告を行うとともに，「山形県内高校生の健康・食と生活（第
１報，第２報）」と題して第63回日本栄養改善学会学術総会（青森市）におい
て発表した。
②　平成27年度～　中学生高校生の活力あふれる食育推進事業（講座）
　　・主催：山形県教育庁スポーツ保健課　　
　　・担当：山口 光枝
　　・内容：山形県内の公立高校において，毎年₁ ～ ₃校のペースで主に生活リズ
ムの改善をテーマにした出前講座を実施している。
③　平成28年度～ 29年度　本共同研究
⑵　本共同研究の内容　 
平成28年度は，体験型栄養教育システム「食育 SAT システム」を用いた食事診断
と生活習慣調査及び食事調査を実施した。前述の食事診断の結果は，本学紀要第₃号
に掲載した。また，29年度には生活習慣調査と食事調査の結果を総合して解析し，結
果の一部を「パソコンとモバイル機器の使用時間が高校生の生活リズムや体調等に及
ぼす影響」と題して第64回日本栄養改善学会学術総会（徳島市）において発表した。
２．経　過
　共同研究校における食育実践のための基礎研究はほぼ終了した。30年度以降は生徒の保
健委員を通じた啓発活動や運動部員を対象にした栄養教育等，養護教諭を中心とした実践
へとつなげる予定で，本学からもそのサポートに尽力したいと考えている。
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３．調査結果（学会における発表）の概要
　近年，情報の入手や知人との交
流に利用する通信機器が広く普及
している。背景 にある図は，一般
的に使用されている，いわゆるモ
バイル機器の普及率を示している
が，特にスマートフォンの利用者
の増加が著しく，他の機器類も含
めて今や日常生活の中で必需品に
なっていることがわかる。青少年
に焦点を絞ると，約 80% がこれ
らの機器でインターネットを利用
していると報告されており，その
利用内容の上位にはコミュニケー
ション，動画や音楽の視聴等があ
げられる。
　本研究では，高校生におけるパ
ソコンやモバイル機器の使用時間
が及ぼす様々な影響を検討した。
　調査対象は，米沢市内にある K
高校の１年生206名であった。本
研究の実施にあたっては山形県米
沢栄養大学倫理委員会の審査と承
認を受けた(承認番号28-7）。
　平成28年₄月～ ₆月に身体測
定（校内の定期検診），本学で作
成したアンケート調査及び関連業
界で普及している食事調査を実施
した。調査結果は通信機器の使用
時間によって群分けを行い，比率
の比較にはχ²検定または Fisher
の直接確率検定を用いた。また中
央値の比較には Kruskal-Wallis
検 定 を 用 い た。 統 計 解 析 に は
SPSS（ＩＢＭ社）を使用した。
　結果₁-₁ に対象者の年齢と身
体的特徴を示したが，全国平均と
比較すると標準的な数値を示し
た。
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　結果₁-₂ には生徒が調査当時
に利用していた機器類の種類とそ
の割合を示した。スマートフォン
と携帯電話を所有していた生徒は
ほぼ全員で，全体の₅割弱が自宅
でパソコンやタブレットも使用し
ていた。
　内閣府の調査によると，高校生
の約₄割が₂時間から₄時間通信
機器を使用していると報告されて
おり，その割合が最も高かったこ
とから，下の表のように₂時間以
上₄時間未満を中間群とみなし，
その範囲以上と未満の₃群に分類
して他の回答との関連性を分析し
た。
　結果₂-₁ に就寝時刻，
結果₂-₂ に起床時刻を示した。
就寝時刻では女子に顕著な結果が
みられ，午前０時以降に就寝する
生徒が₄時間以上の群で約₆割を
占めていた。
　また，起床時刻では₇時台に起
床する生徒は女子の₄時間以上の
群で₅割いた。
　結果₃-₁ には自覚している症
状を示した。全体では，₄時間以
上の群で「やる気がしない」「腰
が痛い」「いらいらする」「目が乾
く」という症状を呈する生徒が有
意に多い結果となった。
χ²検定
χ²検定
χ²検定
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　結果₃-₂ は，結果₃-₁の結果
をもとに自覚症状の数を群別に比
較した。女子では使用時間が長く
なるほど一人あたりの自覚症状数
が多く，３群間で有意な差がみと
められた。
　結果₄には健康への自己評価と
食欲に関する結果を示した。男子
では₄時間以上の群で健康への自
己評価が有意に低く，有意な差は
なかったが朝や夜の食欲がある生
徒の割合が低い値を示した。
　一方で女子の場合，特に₄時間
以上の群で昼と夜の食欲が男子と
は逆に増加していた。
　結果₅-₁ には栄養素等摂取量
を示した。男子は，機器の使用時
間が長くなるほど摂取量が低値を
示したが，顕著な差はみられな
かった。
しかし，結果₅-₂ の微量栄養素
の摂取量をみると，男子の₄時間
以上の群が他の₂群と比較して有
意に低値を示した。一方で，女子
の場合には全般において顕著な結
果がみられなかった。
χ²検定
